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２０２３年度（令和５年度）学校評価自己評価表  
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城南中学校区 校番 福山市立川口小学校 
   

 最終更新日 ２０２４年（令和６年）２月１３日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・多くの児童生徒が「自ら考え，決 

める，選ぶ」を実践している。 

・学び合いを通して，自分の考えを 

深めることができる，児童生徒が 

増えてきている。 

・小学校での不登校児童は減少傾向 

だが，中学校では変化がない。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

課題発見する力（課題を見つける） 対話する力（コミュニケーション） 

認める態度（人としての思いやり） 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・ 自己を認識し，自分の人生を選択し，表現することができる児童生徒 

・ 様々な課題を自ら求め，お互いの意見を尊重しながら対話による課題解決を図 

る主体性を持つ児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

〇「学校・子どもはこうあるべきだ」といった価値観や固定観念を問い直す 

 ・多様な価値観で子ども一人一人の学ぶ姿をみる。 

〇自分が“考えて，決める，選ぶ“ 

 ・自分で方法を決めて課題解決に取り組んだり，議論したりする。 

 

現 状 

＜児童＞ 

・教職員の連携を密にし，組織で対応することで，児童が落ち着き，社会性

が身についてきている。 

・ 高学年を中心に，自分の学校での役割を意識し，お互いを思いやる集団

ができつつある。 

・ 「認知」を意識した授業づくりに取り組んでいるが，まだ教師主導の場

面も多い。 

＜地域・家庭＞ 

・学校教育推進に協力的である一方で児童よりも保護者対応に苦慮する場

面も多くある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

・ 課題発見解決力（自己決定）  

・ 対話する力（コミュニケーション） 

・ 認める態度（思いやり） 

めざす 

子ども像 

課 
  
 

対 
 
 
認 

 

 明確な目標をたて，その目標にせまる学び方を自ら見いだし解決に向けて方法をさ

ぐる。  
 
 課題や問題解決のために自己の経験などから意見を伝えたり，他者と対話すること

で考えを評価したり，深めたりして互いの考えを生かし合う。 
 
 自己の考えや思いについて自信を持ったり認めたり，他者の思いや立場を尊重し，

互いに高め合うことができる。 

   

研究 

教科等 国語科 

主題 

内容等 

自分の考えを表出する児童の育成 

～フレーム思考を活用した授業づくりを通して～ 

児童の問いをもとに発問を行い，児童同士が対話し，課題を解決していく過程で

自分の考えを表出できるようにする。 

めざす授業の姿 

①フレーム思考を活用して読みを深める。 

②他者と対話することで考えを深める。 

③課題について考えや思いを，しっかりまとめ，表現する。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・義務教育修了時のめざす子どもの姿が明

確で，時代の流れに対応しているのがよく

分かる。 

・コロナ渦で生活リズムが乱れた児童，生徒

もいる中で，改善に向けた取組みが進んで

いるように見える。 

・全体的に教職員の勤務時間が減少傾向に

あるので取組みを更に進めてほしい. 

 

ミッション 

・ 子ども一人一人の個性を尊重し，個に応じた支援に取り組む。 

・ 子どもの主体性を大切にし，子どもとともに決める 

 

学校教育目標 

自他を認め（思いやり），自己決定できる児童の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                              

年 
目 

中期経
営目標 

重 
点 

分 

類 
短期経営目標 

目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

自分の考
えを表出
すること
ができる
児童 

★ 
 
継
続 

自己表現できる
（書く・対話な
ど）の児童の割合
を 80％以上にす
る。 

①自己表現と自
己評価の場にな
るノートづくり
を行う。 
 

①単元末にノー
トをまとめる時
間を 15 分以上
設定する。 
 

➀児童アンケート集

計の結果，「自分の考

えを書いたり伝えた

りすることができる」

と肯定的に答えた児

童は 89.5％だった。

単元末にノートをま

とめる時間を 15 分

以上設定したクラス

は 73.9％だった。 

３ ３ 

①単元末にノートをまとめ

られるよう，毎時間の板書

の写真を児童に配布し，大

事だと思うところをまとめ

られるようにする。また，

ノートコンテストを行い，

他学年のノートのまとめ方

を参考にできるようにす

る。 

◎自己表現できる（書く・

対話など）と回答した児童

の割合は89.4％であった。 

□全学級が単元末にノート

をまとめる時間を 15 分以

上設定した。ノートコンテ

ストを行い，児童はノート

のまとめ方の幅を広げるこ

とができ，オリジナルノー

トを作成することができ

た。 

４ ４ ４ 

○今年度の研究主題

「自分の考えを表出す

る児童の育成」を来年

度も継続する。対話し

やすい環境を整えてい

く必要がある。また，引

き続き単元のノートま

とめを行い，自分の考

えを表現できるよう質

を高めていく。 

○教師の授業力向上の

ために，複数で教材研

究を行える環境を整え

ていく。 

②教師の授業力
向上のために授
業を公開する。 
 

②教師の授業力
向上のために学
期に 1 回以上授
業を公開する。 

②全学級が学期に 1

回以上授業を公開す

ることができた。 ３ ３ 

②学年間で連携を図り，お

互いの授業を見合い，振り

返りを行う時間を設ける。 

□全学級が学期に1回以上

授業を公開し，教員同士で

互いに授業づくりについて

振り返るなど，授業力を高

めようと努めることができ

た。 

３ ３ ３ 

１ 

自他とも
に認め合
える児童 

 

★ 
見
直
し 

「学校では安心し
て過ごすことがで
きる」と回答する
児童を 90％以
上にする。 

①児童の自己有
用感を育成し，協
調性を育てるた
めに，「クラス会
議」を行う。 

①クラス会議を
学期に１回以上
実施する。 

①児童アンケートの結
果，「学校で安心して過
ごすことができる」と肯
定的に答えた児童は
96.２％だった。全クラ
スが学期に１回以上ク
ラス会議を実施した。各
行事（宿泊学習や修学旅
行，運動会など）や日頃
のことなどについて話
し合った。 

３ ４ 

①今後は発達段階に応じて，
児童が主体的に話し合いを
進めさせていけるように，担
任と司会などがしっかり事
前に話し合い,見通しをもっ
て取り組ませていく。 

◎「学校では安心して過
ごすことができる。」に
回答した児童は95.5％
であった。 
□各学期に「クラス会
議」を行い，行事や日頃
のことなどについて話
し合った。どんなことを
話し合いたいか，どんな
ことをみんなと共有し
たいか，司会者の児童と
担任で話し合い，見通し
をもって取り組んだ。 

３ ４ ４ 

「学校では安心
して過ごすこと
ができる。」とい
うことに概ね肯
定的に答えてい
る。来年度に向
け，児童が自己有
用感を高め，協調
性を育てられる
ような取組を行
っていく。 

②児童の「居場所
づくり」及び「自
己決定」の場を設
けるために，ロン
グタイム大休憩
を行う。 

②ロングタイム
大休憩を月に３
回以上行う。 

②ロングタイム大休憩
を月３回以上 100％行
うことができた。毎週金
曜日をロングタイム大
休憩ができるように日
程を調整し，実施した。 

３ ３ 

②毎週金曜日になると子ど
も達が「今日はロングタイ
ムだ！」と楽しみにしてい
る。またいつもより長い休
憩時間なので，普段あまり
関わらない友達と接する児
童もいたので，曜日にこだ
わらずロングタイムを行っ
ていく。 

□ロングタイム大休憩
を毎月３回以上 100％
行った。普段より長い休
憩時間のため，各委員会
からイベント（花クイ
ズ・大おにごっこなど）
を開催するなど，ロング
タイム大休憩を有効活
用した。 

３ ４ ４ 

ロングタイム大休
憩を楽しみにし．自
分で決めたやりた
いこと（外遊びや読
書，お話など）を行
っている。来年度も
継続する。児童会と
連携を取りながら
児童主体の活動を
していく。 

４ 

心身とも
に健康な
体作りに
はぐくみ，
たくまし
く生きる
児童 

 
継
続 

健康な体作りに
営む児童を 80％
以上にする。 

①昨年度より残
菜を減らす。 

 

①給食時間を
30 分以上確保
する。 
 

①児童アンケートで
は，「給食を残さず食
べている」と答えた
児童は，約 83.3％と
給食を最後まで食べ
ようとする児童が増
えている。残食量に

３ ４ 

①栄養士を中心に，各学
級で食に関する授業を

実施したり，給食室で給
食ができるまでの様子
を動画で伝えたりする

ことで，児童に食の大切

◎「健康的な体作りに
取り組めている。」に

回 答 し た 児 童 は
86.6％であった。 
□各学級でミニ保健

の時間を設けた。給食

３ ４ ４ 

給食時間の確保や食
育を様々な場面で実
施していくことで，
残菜量は年間を通し
てほとんど出ていな
い状況である。今後
も児童が食の大切さ

福山市立川口小学校 
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※クラス会議・・・子ども達が話し合いを通して，人との関わりを増やし，困難に立ち向かう力（レジリエンス）を高めることを目的とした活動。 

 

 ついては，昨年度よ
り増加しているが，
市平均と比べると少
ない。 

さやできるだけ残さず

食べきろうとする意識
をもたせていく。 

ができるまでの様子

や衛生面など気を付
けているポイントを
児童に紹介すること

ができた。また，現在
では調理の様子を紙
面にまとめ，定期的に

発信している。 

を感じるような取組
を継続していく。 

②運動量を増や
す。 

②体育の授業に
おいて，体を動
かす時間を 20
分以上設定す
る。 

②児童アンケートの
結果，「体育の時間や
休憩時間に体を動か
すのは楽しい」と答
え た 児 童 は ， 約
90.2％であり，児童
は体育の時間や休憩
時間で楽しんで運動
することができてい
る。 

３ ４ 

②今後は寒くなり，外で活動

する児童が減ると考えられ

るため，体育委員会を中心

に，外で楽しく運動できる機

会を企画し，実施していく。 

□どの学年でもなる
べく運動時間を確保

できるように取り組
んでいる。また体育委
員会で外遊びを実施

したことで，寒い中で
も多くの児童が参加
をして，楽しみながら

体を動かすことがで
きた。 

４ ４ ４ 

授業や休憩時間に体
を動かす時間を確保
したことで，多くの
児童が体を動かすこ
とを楽しむことがで
きている。児童が今
までに獲得してきた
知識・技能が活用で
きる系統立てた取組
を計画していく。 

2 

教育公務
員として
の専門性
及び規範
意識をも
った教職
員。 

 
 
継
続 

 
 
仕事にやりがい
をもち主体的に
業務に取り組む
教職員の育成 

① 主任・主事
を中心に適
宜教材研究
や学年会を
設定しコミ
ュニケーシ
ョン機会の
充実を図る 

②４５時間，年間
３６０時間を意
識した仕事の内
容，量，手法につ
いて業務改善に
努める。 

① 「仕事にや
りがいを感
じている職
員」の割合を
９０％以上
にする 

①定時退校は各教

職員が意識して行

い，学期はじめ学

期末を除き，週 1

回を達成してい

る。 

３ ３ 

①見通しをもって早め
に準備をし，計画的に業
務を進める。 

① ◎教職員の不祥事０，
病休者０。週１回の定
時退校はほぼ実行でき
た。早めに見通しをも
てるように予定を提示
した。 

４ ４ ４ 

予定を早めに見通せる
よう行事計画等の周知
を早めに行う。 

また，ゆとりをもって
児童の指導や業務にあ
たることができるよ

う，今後も会議等の精
選を行う。引き続き服
務規律の確保に取り組

む。 
 

 ②月 45 時間以内

の在校時間達成率

は現時点で 98％。 ３ ３ 

②年間を見通し，360
時間以内になるよう業
務内容等を精選し，改善

に努める。 

② □月４５時間以内の在
校時間達成率は２学期
以降 99％。 

③ 年間 360 時間未満に
向け，業務改善等を積
極的に努める。 

４ ４ ４ 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかっ
た。 

 


